
個別 集団 相互乗入
償還払い
(里帰り等)

Ⅰ期
 (1歳児)

Ⅱ期
 (小学校入学前年)

1 千代田区 ●    ●   ● ● × ● ● × ● ● ●

2 中央区 ●    ●   ● ● × × × × ● ● ●

3 港区 ●    ●   ● × × × × × × × ×
4 新宿区 ●    ● ● ● ×   ● ● × ×    ●    ●

5 文京区 ●    ● ● ● × × × × ● ● ●

6 台東区 ●    ● × × × ×   ● × × ●    ●

7 墨田区 ●    ●   ● × × × × × × ● ●

8 江東区 ●    ● × × × × × × × ● ●

9 品川区 ●    ● 　● ●   ● ● × × ●    ●    ●

10 目黒区 ●    ● × × × × × × × ● ●

11 大田区 ●    ● ● × × × × × ●    ●    ●

12 世田谷区 ●    ● ● × × × ● × × ● ●

13 渋谷区 ●    ● × ● ● ● ● × × ● ●

14 中野区  ● ●   ● ● ●   ● × × × × ● ●

15 杉並区  ●    ● × ● ● × × × × ● ●

16 豊島区 ●    ●   ●   ● × ● × × × ● ●

17 北区 ●    ● × ● × × × ×   ● ● ●

18 荒川区 ●    ●   ● ● ×   ● × × × ● ●

19 板橋区  ●    ● × × × × × × × × ×
20 練馬区 ●    ● × ● × × × × ● ● ●

21 足立区  ●    ●   ● × × × × × × ● ●

22 葛飾区 ●    ● × ● × × × × × ● ●

23 江戸川区 ●    ● × × × × × × × ● ●

※14：2016年10月末で任意接種の助成は終了予定（北区）

※11：今年度から、4月1日以降に生まれた中野区在住の児（東日本最震災の被災者を含む）を対象に、6,000円・1回分のみの助成を開始（中野区）

※12：昨年度は「個別接種」と「集団接種（保健センター）」を併用していたが、今年度からは「個別接種」のみ（杉並区）

※ 1：今年度から、23区内でBCGの相互乗入を開始（23区）

※ 9：今年度から、2歳以上～18歳以下で「MRワクチン定期」2回の接種が完了していない子どもへの助成を開始（大田区）

※ 3：2016年2月から、2014年4月2日以降に生まれた児（2歳未満）らへの助成制度を開始。助成期間は対象者により異なる（新宿区）

※ 5：今年度から、対象者への助成金額を従来の2,000円から「2,300円／回」に引き上げた（台東区）

※ 7：今年度から、新たに7,000円／回の助成を開始。助成回数はロタリックス、ロタテックともに2回分まで（品川区）

※ 8：今年度から、2歳から19歳誕生日の前々日で「MRワクチン定期」2回の接種が完了していない子どもへの助成を開始（品川区）

※ 2：今年度から、保護者の里帰り出産等における「子どもの定期接種」の償還払いを開始（千代田区、中央区、港区、墨田区、豊島区、荒川区、足立区）

※ 4：今年度から、2歳以上～18歳以下で「MRワクチン定期」2回の接種が完了していない子どもへの助成を開始（新宿区）

※13：今年度から、対象者への助成金額を従来の3,000円から「全額助成」に拡充した（豊島区）

　　３.  2016年6月～8月時点の状況を調査したものであり、その後、新たに制度が開始するなど内容が変更となっている可能性もある。

東京保険医協会・地域医療部調べ

■ 2016年度 都内の区市町村における予防接種助成状況【概要版】
　凡例

　　１.  対象者、助成額に関わらず自治体として助成を行っているものを「●」と表記した。なお、回答が得られていない自治体分は未掲載である。

　　２. 「麻しん・風しん（未接種者向け）」は、各区市町村によって対象者の要件が異なる（ex. 18歳までの定期未接種者のうち接種歴が1回もしくは0回の者）。

 【 区部 】

区市町村
BCG 成人用

肺炎球菌
(任意接種)

麻しん・風しん
（未接種者向け）

おたふく ロタ B型肝炎
(任意接種)

インフル
エンザ

水痘
(任意接種)

※15：2016年6月1日から9月30日までの期間、国の定期接種対象児のうち「生後2か月からの接種」を促すための助成を開始（荒川区）

※16：今年度から区内協力医療機関での「個別接種」に変更（板橋区）

※17：昨年度は「個別接種」と「集団接種」を併用していたが、今年度からは「個別接種」のみ（足立区）

※10：今年度から「個別接種」の契約医療機関を増やし、従来の「東京警察病院」をふくめ合計22医療機関で個別接種が可能となった（中野区）

※ 6：従来の「第１期」に加えて、本年10月から「第２期」の未接種者へも助成を開始（台東区）
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＊ 23区では　　　　　  と　　　　　 　 を残すのみ「港区」 「板橋区」



個別 集団 相互乗入
償還払い
(里帰り等)

Ⅰ期
 (1歳児)

Ⅱ期
 (小学校入学前年)

24 八王子市  ●   ● ● × ×  ● ×   × ● ● ●

25 立川市 ●  × × × × × × × ● × ×
26 武蔵野市  ● ● × × × × × × × × ● ●

27 三鷹市  ● × × × × × × × × ● ●

28 青梅市  ● × × × × × × × × × ×
29 府中市 ●   ● × × × × × × × ● ●

30 昭島市 ●  × × × × × ● × ● × ×
31 調布市 ●   ● × × × × × × × ● ●

32 町田市 ●   ● ● × × × × ×   ×    ●    ●

33 小金井市  ● × × × × × × × × ● ×
34 小平市  ● × ● × × × × ×   × × ×
35 日野市  ●  ● ● × × × × × ● ● ●

36 東村山市  ● × ● × × × × × × × ×
37 国分寺市 ●  × × × × ×   ● × × × ×
38 国立市 ●  × × × × × × × × × ×
39 福生市  ● × × × × × × × × × ×
40 狛江市  ● × × × × × × × × × ×
41 東大和市 ●  × ● × × × × × ● ● ●

42 清瀬市  ● × × × ×   ● ● × × × ×
43 東久留米市  ● × ×   ▲ × × × × × × ×
44 武蔵村山市 ●  × × × ×   ● × × × × ×
45 多摩市 ●   ● ● × × × × × × × ×
46 稲城市  ● ● × × × × × × × ×
47 羽村市  ● × ● × × × × × × × ×
48 あきる野市  ● × × × × × × × × × ×
49 西東京市  ● × × ● × × × × ● ● ●

50 瑞穂町  ● × × ● × × × × ● ● ●

51 日の出町

52 檜原村 ●  × × × × × ● × ● × ×
53 奥多摩町 ●  × ● × × × ● × ● × ×

 【 多摩部 】

※ 26：今年度から乳幼児を対象に、接種費用のうち1,000円を上限に助成を開始（国分寺市）

インフル
エンザ

※ 19：昨年度から八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市の5市内でBCGを含む「子どもの定期接種」の相互乗入を実施

依頼中

水痘
(任意接種)

※ 21：定期接種の対象者とは別に、市独自に助成してきた「水痘特別接種（3～4歳児）」は昨年度末で終了（八王子市）

●

※ 18：今年度から市内の指定医療機関での「個別接種」に変更（八王子市）

※ 20：2016年10月から市独自の任意接種助成事業を開始。対象は定期接種の対象とならない2016年3月以前に生まれた児（八王子市）

2016年7月26日 作成

※ 25：昨年度から開始したMRワクチン未接種者向けの「フォロー予防接種」について、今年度から助成回数を2回とするなど制度拡充（町田市）

※ 30：原則として「集団接種」（稲城市）

※ 24：任意接種の助成は昨年度末で終了（町田市、小平市）

※ 28：今年度から、東久留米市医師会として「おたふくかぜ」の予防接種費用の助成を開始（東久留米市）
※ 27：5月から市独自の助成を開始。対象は昨年4月2日～2016年4月1日生まれの子どもで、助成期間は来年3月末まで（清瀬市）

2016年10月31日 更新

※ 23：府中市・調布市の間で子どもの定期接種の相互乗入を実施（府中市、調布市）
※ 22：従来の「保健センターでの集団接種」に加えて、今年度からは市内指定医療機関での「個別接種」も開始（武蔵野市）

区市町村
BCG

おたふく ロタ B型肝炎
(任意接種)

成人用
肺炎球菌
(任意接種)

麻しん・風しん
（未接種者向け）

2016年8月3日 一部修正

※ 29：2016年10月から市独自の任意接種助成事業を開始。対象は2015年4月～2016年3月末に生まれた児（武蔵村山市）
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＊ 多摩部では、半数程度しか導入が進まず



① 定期接種の未接種者（都が経費の1／2を補助）

② 妊娠を希望・予定する女性 (低抗体)

③ ②以外の成人（パートナー、同居家族）

★ 出典：第１回 東京都麻しん・風しん対策会議資料（平成27年12月21日開催）より



対象児 (人) 未接種者 (人) 対象児 (人) 未接種者 (人)

1 中央区 108.1 1,635 0 1 奥多摩町 100.0 16 0

2 福生市 103.7 402 0 2 板橋区 99.1 3,996 34

3 千代田区 102.1 575 0 3 東大和市 98.0 765 15

4 文京区 101.7 1,889 0 4 日の出町 96.3 191 7

5 中野区 101.4 2,323 0 5 国分寺市 95.7 940 40

6 世田谷区 101.1 7,450 0 千代田区 95.6 473 21

7 品川区 100.4 3,417 0 中央区 95.6 1,184 52

8 目黒区 100.3 2,286 0 8 東村山市 95.1 1,312 64

9 小金井市 100.2 1,037 0 9 府中市 94.7 2,349 124

墨田区 99.8 2,118 5 10 中野区 94.2 1,818 105

武蔵野市 99.8 1,287 2 11 昭島市 93.7 955 60

12 調布市 99.5 2,051 11 12 墨田区 93.6 1,849 119

13 稲城市 99.4 815 5 13 東久留米市 93.4 943 62

14 国立市 99.2 590 5 14 清瀬市 93.2 637 43

15 江東区 99.1 4,929 44 15 多摩市 93.1 1,295 90

16 東村山市 98.6 1,056 15 92.9 — —

17 大田区 98.5 5,730 85 16 三鷹市 92.5 1,559 117

18 府中市 98.2 2,332 41 立川市 92.2 1,483 115

新宿区 98.0 2,354 48 武蔵野市 92.2 1,089 85

台東区 98.0 1,431 29 19 文京区 92.0 1,717 138

渋谷区 98.0 1,854 37 練馬区 91.8 5,782 472

板橋区 98.0 4,485 90 西東京市 91.8 1,653 135

杉並区 97.9 4,304 91 22 武蔵村山市 91.6 739 62

練馬区 97.9 6,057 125 江東区 91.5 4,428 375

25 荒川区 97.4 1,832 47 八王子市 91.5 4,702 398

97.3 111,375 2,991 25 目黒区 91.4 1,949 167

北区 96.9 2,719 85 26 杉並区 90.9 3,741 339

青梅市 96.9 912 28 27 調布市 90.8 1,916 177

28 江戸川区 96.3 6,334 233 28 北区 90.7 2,305 215

29 八王子市 96.2 3,855 147 29 葛飾区 90.6 3,641 341

96.2 — — 30 荒川区 90.4 1,629 156

昭島市 96.1 929 36 31 品川区 90.2 2,851 279

日の出町 96.1 155 6 32 台東区 90.1 1,071 106

32 小平市 96.0 1,709 68 33 青梅市 90.0 1,078 108

33 東久留米市 95.8 975 41 34 大田区 89.8 5,319 545

町田市 95.6 3,116 137 89.8 105,966 10,922

多摩市 95.6 1,127 50 35 あきる野市 89.7 709 73

36 三鷹市 95.5 1,619 73 36 町田市 89.1 3,816 415

37 豊島区 95.3 1,932 91 国立市 88.8 554 62

38 東大和市 95.1 769 38 日野市 88.8 1,602 180

39 日野市 94.6 1,547 84 39 足立区 88.2 5,619 661

足立区 94.3 5,568 316 40 小平市 87.6 1,713 213

葛飾区 94.3 3,795 216 41 檜原村 87.5 8 1

武蔵村山市 94.0 548 33 42 小金井市 86.9 906 119

西東京市 94.0 1,605 97 43 稲城市 86.7 875 116

44 奥多摩町 93.8 16 1 44 瑞穂町 86.5 251 34

45 あきる野市 93.5 626 41 45 新宿区 85.8 1,948 276

46 立川市 93.3 1,483 100 46 狛江市 85.6 584 84

47 狛江市 92.5 717 54 47 福生市 84.6 422 65

48 国分寺市 91.9 980 79 48 江戸川区 84.4 6,810 1,064

49 瑞穂町 91.0 233 21 49 世田谷区 84.0 7,015 1,119

50 清瀬市 90.3 548 53 50 羽村市 83.6 518 85

51 羽村市 90.2 460 45 51 豊島区 83.2 1,617 271

52 港区 83.6 2,859 469 52 渋谷区 82.3 1,458 258

53 檜原村 83.3 6 1 53 港区 71.7 2,100 594

■ … 未接種者に対する接種費用の助成制度が実施されていない自治体。
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※ 2015年4月1日～2016年3月31日分（最終評価）
※ 厚生労働省「麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果（最終評価）」（2016年9月23日発表）より協会作成。島嶼部の人数は除く。
※ 各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入（MRワクチン接種者数 ／ 麻しん風しんワクチン接種対象者数）
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東京保険医協会　2016年12月12日作成

2015年度　区市町村別 ＭＲワクチン接種率・未接種者数（第１期・第２期）

【 第１期 】 【 第２期 】
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